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意識の出現

意I置を健常者、哩者、老人それぞれて'f'l.;機能群だと考えることには困艇がある
。またどこまで進化町こ遡ることコができるかは、明確にでき雪むい.

曹劃ま意憶になろうとして出現してきたのではない。(璽踏切間接性胃税)品理
由仕組みのぞヂルはたとえば骨の羽lユ、当初体温調節機能器官として出現す
る。モれが当初想定されてい叫 i飛矧するとL、う機貧Eへと展開する。里織の場合
、苫うlこ多くの銭前E転換を経て、理1刻こ近い状態にまで変転してぎたと考えるの
が実情にま乱h

・ 人閉め意識は進化的には過形成{大震のツノ}であり余分な雄知に嘩んでしまっ
た可能性が;t;~'.(ie形成宙脱)つまり意識1:つねに誤用の可能性lζ付きまと
われている.

尭遺障害児の意憶を定常発迫骨人由意踏と月ふたと考えることはでき抗、.ニ
の場面で曹冒初「最小持出品、う課題が也てくる。理織がいくつか、の機能群とし
て嘩It町こ出現してきたとI!f，より前iご也現するも申はより桂IC品現するものの
おかで再編され再紐縦{隠れる.(再編の垣鋭)

哩機<D機能群1まちづとも新しい鮪邸前畢{削ζよってつねに自己誤解lこ直面
するこ担Eなる.

意識の働き2

ち2)意識に(正時として他の心，8~要素との関連付7のできない感覚・知
覚要素が混入する.多く1.意ll>:7コ純聞外に排除されている.ところが辰
唄的に出現する要素によって意識の境界そのものが悟らぐことがある

.幻覚・幻聴の出現と意識そのものの境界の不安定化

意識の境界は相当(ζ多くのe畠h'あり、たとえばドイツ語の低音苦闘耳、多
くの日本人に1.言語音とレてIJ、当初1.聞こえむい.
・ 意識を要素の統-ll't.iまとまりを保rrTる機吉野三とすると{工ーデJGマン)
意識には多〈のまとまりや統一性のモードがあることになる.異なるまと

まりのモードへの移行は工ーデルマノのモデルでは解明できt.iい〈つま
りこの工ーヂ)lマノのモデルは‘続吉失調症を日月ら力、1こ出菊五い.

意識の機能性

- 認知科学院y;空機研究(1980-2005)は一つの聖に当7こってL喝 e理状では展開
力がないのである。意識を単独で取り血し、それに対応する脳神経系都世を特定
することはでちはい.意i置はおそらく単独の拙ぎではない.

・ 意組問機能世ιて未来への予知能九能力の全体的整合性(デネットL曙織
司自己感知(ヲオリア)(チャーマ~，^)N応在遅らせる曲持楳持(つリスト7 コッ
ホ詳して特徴づけられでいる.これらは、多くの心問機能{短期記憶へ由アヲセス
の程私初期したも司自分縛意思決定行劃由ðt~ 動機て灯、裡雑な楳是齢
学習問~の噴出時の指揮づけ、川ブタウン型，主意f11通怯推潤L 推理毒事
守Mこか力、わる付帯機能ιJτ 君臨を股定でぎるニとを，喧嘩する.しかしいずれ
も意報がつねに伴つでいなければ働かないわけではない.すると意能とは随伴
調撃機能であることになる。

・ 曹織とは鴎蹄[運延知別告である。{荒111陪作)
現車学的な空揚分析(時間愉}は空踏の働ぎを現れの品現町仕組みの解a月ζ
向才τ過度Icl!!:9.!i<}'注注意」を向才た考察である。つまり多くの璽I啓司行為(
観賞Fを見落とレでいるε

意識の働き1(調整機能仮説)

意t草は多くの働き在している.(認知町線能性の代表が君J司性である。1
1)意I踏ま注意の分散を行う場であり《場として多くの酎信を並行させてい
る。触覚惜の働きを活性{出せるさいには注意の分散を並行して行わ

せることが必要となる.人見奨理の言う「デュアル・空スク」の組み立てが

必要とむる.足音重注か寸訂!怖をt白血、にl耳、辛抱を触る手の例に注意
を附すて忌の制11騎』子う.眼で見てし喝位置を変えながら足の訓練在
行う.

機古島とはすでlι一つの世芦の集抑コことであり、機能itGた切コlこ士札
て意部3分歓化する働きをもっ.

2幻)意I繍曹筋{立 みず力か、らの範図をみず力
区分しまた』身号休重肘乍の場古σの}よう(に乙、関与するものと関与しf屯瓦いものの
区分をみずからで行う弘@ 

2-1)慢性化Lた半世撫視はこの働ぎにかかわっている.j懸発酌宅す
るような働きをつうじて意識は自己維持誌の可能性在高めているG 意識の
自己維持の代慣が半側無視である。

意識の働き3

3)意百個Z 集ヰL解除の度言弘、あるいは緊張の度也、を調整できる.こ

の度吉弘哨調惑が出来なければ、 fbくの場合「意識障害Jがともむってい
る。

曹、椴緊張を解除するさいに11，強度の共振{花村誠-'t2用いる。緊張ー

解除のライノのt卵置を大ぎくして、その連動のさ屯かに制御変数を湿t与さ
せる.

・ 芳、徹緊張では υ自サンスデムIJ、リズム性や反複だけで作動することが
ある.15つの夜IJ . l つの夜より5倍患、。 J I京事iιついて言葉で:~-5ζ
とと言葉を禽べることは等しし'.Jrマッチを1本探ると手が2倍におりマ
ッチを2本擦ると足が4情にむり、マシチを3本擦ると体自宇が8憶におり ・こ
うして1恕乙ちは世界の救j事に出かける.J

意識緊張が身体緊張に連動することがありこの連動性仁量虐かける
ことを治療とする方;ま1.成立する。{巨立精悟策の動術軍;去F曹、識緊~を解
除するE乱、に易協ゎ緊張から介1する，
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意識の働き4

4)意識はみすから自身を組織{也、みずからをそれとしてーゥの状態と

して維持しようとする.この布、も半側帯視につむがる.急性異形コ過湖怖
態とレての宇側無視である。(↑臨期半開j無視と(J 賓品性格をもっ。)

この組織化カ働きを回復するために(J.意識の作動速度を還くすること
が寄与する.そのとき呼吸を活用する。

1分間に2度程度の呼吸数にする.そうすると意識そのものの輔郭がくっ
きりと法かび上がり、また世界の給郭がくqきりと浮かびょがる.大野-
.1m身体表現や舞台rlJ匂風臼l太田省吾iで試みたのが意識の速度
を遅くすることである.

臨済宗の座禅では意誌の遅延を極限的{こ活用する。そのとき何度も繰
り返し幻覚・幻聴がでる。西国幾多量Eが活用したのはこの経験であるA

意識の働き6

• 6)意2識はそれじたいが出現することが世界(ぷ猷売さになることだ
とする胤、ょうのなさをもっ。ことに世界の現れと地続きである.(この

点をフッサ Jレが活用して現象学を打ち立てた.)

ところが現れはほ二り寄るような感激働皇性〉や疎遠・櫛酉の掛封
書似性めをしる乙と自首ある。ιヨJた事象を現象学の内部て扱うこと
は翼tしl¥
・ また意識は変化するさい同南時(こ再編されるが、再編の曜礼か知

りよ訪ねい。窓樹立自分自身の変イロこ喜四であり働きの-%孔か
知りょうがない。ブロセスのさな力可こあるものは、ブロセスのさなかで

何が延:きて1唱力法知りょうあミなくプロセスのさな力、力調整侭っきJ
を行う二とができるだけである.

フッサールの言う「原京韻Jは過度に認;総如何アスで取り出されて
いるe

意識の活用

- 曹、識を有効に活用するためiこはも意織の知る世障ではなく、 本来の「行

為としての意識」の世話ぎを活用する.反省や自園町Lすでにして殿北であ
る。

1)注曹の分散の場所としての意術コ働音、分散のさむかでの連動コ働
ぎがある。{デ斗7)レ・3旨スウ)
2)意識の速度を遅くする。それによって自分自身との隙間を関心 1この

m~助ヲ活用法の一つが1見重量学的還元である.)あるいは速度に玄化を付
ける.それによゥて脳4斡皇孫の選択性を関、
8)繁lF<-弛維のライン!こ多くのF郊皆を作り緊張を つの制御変数として
，重用する.(強度の共振)

意識の働き5

5.)意詰ねみずからの働きを感じ取る。オートレフフレンス力、ら、セW7レ
77レツスまで幅瓜、スJりをもっ。{チャーマーズのうアオリアのその一つ

である.J
自己意識{意常の意識意織についての意識)と(J、本来意識の世主きを感
じ取ることで晶り、その大半が「気づき」である。つまり調整能力である.レ
かしむがら自己認識(自分で自分のことを知るにとにむぞらえて、自己意
識を理員孔てきた近代の経鴻がある。

・ 自敗(J自分のことを知ることではなく働きを賊二取ることをつ弐Jて
調整能力を高める乙とである.

w，:知運動瓶、去の箆知の大半は、行為の起動のための選択的手掛かりを

獲得することであり.動作の内感としτ調整能力を細分化することである
@制御変数在内自'J，外的に獲得することである。

意識の誤用

1)意lV，J焦点、的機能化(焦帯化すれば、焦点イtL-たことし力、改善しない.
ポパ」スからの批判L介入箇所に意識経験を向けてはいけない.
2)物に触る乳、1よ触ってL、る身体{こ意t絞情11ることは、身体の緊張
を高的‘身体の動きの形成を変容させる.自己箆識こそ、筋*、である.

触覚性感覚発達ドライヴ記憶動作等々(;1、意i動1隠れる分fこけ、
有効に形感詰れる。これら(;1溜在的に1:1経験のほと人どの圏域で晶る。
薯1龍h'身を号1<限りで最も良く形成される積域がある.
・ 8)意識はつねに過度に「前に向き過ぎており」何かを誘導するように感
じられる，そのため意識から行為を誘導することはつねにB鼠車、である

過度に前{こ日]き過ぎている意識を中和するには両日良を鼻の周辺に集
めて賓の後ろ力、ら他人の視線がやってピるようにイメージする.


